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論文の内容の要旨

　本研究では，人問が実空間上で物体や場所を対象としながらコミュニケーションを行なう「実空問コミュニケー

ション」を遠隔で行なうことを支援するシステムの開発には，どのような要件が満たされる必要があるかを明ら

かにすることを目的とした。

　そのたや，実空間コミュニケーションに関連する研究で得られた知見を基に，遠隔参与型実空問コミュニケー

ションを支援するために，ジェスチャの表現，身体的志向の表現，相互観察，適切な身体配置，物体や空間の共

有という5つの要件を提示した。

　その要件に基づいて，遠隔参与型実空間コミュニケーションを支援するためのシステムとして，遠隔操作が可

能なロボットである‘GestureMaΩ’を試作した。

　実際にGes耐eManを利用して実験を行なった結果，GestUreManに装備された各機能が，遠隔参与型実空間コ

ミュニケーションを支援するための要件を満たすことで，遠隔参与型実空間コミュニケーションを円滑にするの

を支援できていることが分かった。

　さらに，Ges血reM独が遠隔参与型実空聞コミュニケーションを支援するための要件を全て満たすことで，遠隔

参与型実空問コミュニケーションを円滑に支援していることが確認され，本研究で提示した5つの要件の正当性

を確認することができた。

　よって，遠隔参与型実空問コミュニケーションを支援するためのシステムを開発する際には，先述した5つの

要件を考慮すべきであると主張する。

審査の結果の要旨

　この論文では，実空間内でおこなわれる遠隔的なコミュニケーションを支援するための要件を提案しているた

め，この研究成果は広く応用可能であると考えられる。また，実際にロボットを介したコミュニケーションシス

テムを製作し，それを利用した実験結果が示されているため，提案の有効性が十分示されている。

　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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